23年度　埼玉県教育カウンセラー協会・月例事業　

Ａ　サポートグループ/シェアリング方式グループスーパービジョン

：毎月第１週金曜日（18:45～20:45）　
・ねらい：参加者相互が相手の身になりながら、サポーティブなかかわりや対応を学習する。

シェアリング方式グループスーパービジョン（埼玉方式）の体験学習。

＊スーパービジョンとはアセスメント、ストラテジー、介入技法・技術の自己盲点に気づかせる指導助言のこと。

　　　　　　　＊埼玉方式はJECA（NPO日本教育カウンセラー協会）推奨です。

　・メンバーの対応の例

　　　受容、繰り返し、支持、質問、明確化

・シェアリング方式の特徴

　　①ピアグループのシェアリング（ピアグループの資源を活用、QSS過程）

　②ピアグループの中で1対1のスーパービジョン

・実施日：4/22　5/6　6/3　 7/1　9/2　10/7　11/4　12/2　1/13　2/3 　3/2
Ｂ　カウンセリング面接実技：毎月第3週金曜日（18:45～20:45）

・ねらい：①金魚鉢方式

②能動的なカウンセリング面接の進め方の体験学習（ロールプレイ）。

＊能動的なカウンセリング面接とは「受容と共感にとどまらず、カウンセリングの理論・技法を駆使してクライエントの問題解決と人間成長を促す援助過程のこと」　
　・実施日：4/15　5/20　6/17　7/15　9/16　10/21　11/18　12/16　1/20　2/17　3/116
☆A,Bリーダー（スーパーバイザー）：片野智治（跡見学園女子大学教授）

　　　　　　　　　　　　　　　　　吉田隆江（武南高等学校教育相談主事）

　　　スタッフ：別所靖子,大木百合江,橋本　登，原田友毛子,坂本良二,北條博幸,今村啓子,鈴木　誠

竹内紀子,長谷部巳起子,谷口治子（以上 埼玉県教育カウンセラー協会理事）
C　社会性を育てるスキル教育講座：毎回土曜日（13:30～16:30）
　・ねらい：学校における生徒指導上の課題を「社会性を育てるスキル教育」授業や体験活動などを通して積極的に解決しようとするものである。

・実施日：4/16　5/14　6/11　7/9　8/20　9/10　10/15　11/12　12/10　1/14　2/18　3/10

☆スーパーバイザー：清水井一（東京理科大学講師）

　　　担当：井桁明美、大塚淑美、花山陽子、大澤里子、永嶋かおる、北村ひとみ、大木由美子

　　　

◎A,B,C会場：シーノ大宮　7階　講座室

　ただし、C－4/16は県民活動総合センター、C―10/15・11/12・12/10は9:00～12:00

◎参加費：誰でもワンコイン500円

23年度　埼玉県教育カウンセラー協会・月例事業申込ＦＡＸ

埼玉県教育カウンセラー協会月例事業受付担当御中

　　　　　　　　　　　　ＦＡＸ：０４８－７２３－７７３０（別所靖子）

　　　

参加申込　　　Ａ　　Ｂ　　C　　（いくつでも○で囲みます）

氏名　　　　　　　　　　　　　　　

（ふりがな）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

所属　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

職種（仕事）　　　　　　　　　　　　　　　

連絡先住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

TEL  　　－　　　　－ 　　　　　FAX　　　　－　　　　－　　　　　

会員登録状況・・・○で囲みます．

　　　　　　　　　NPO日本教育カウンセラー協会・・会員　非会員

同協会の資格　　　　　初級　　中級　　上級

　　　　　　　　　日本教育カウンセリング学会・・会員　非会員

参加動機・理由（一言二言）

付記・・・A、B、Cのいずれの場合も、参加者になるべく１度は話題、抱えている問題や事例、実践などを提供していただくことになります。

また、以下のような証明のいずれかをします（研修手帳発行）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A、Bとも公式なカウンセリング研修2時間，

Aのシェアリング方式グループスーパービジョンのスーパーバイジーはSV.1回分、

ピアグループメンバーは事例検討（カンファレンス）１時間。

　　　　　　Cは公式なカウンセリング研修3時間。

会場・・・シーノ大宮７階　講座室、ただしCは県民活動総合センターを利用することもあります。

参加費用・・・誰でもワンコイン500円

参加者へのお願い・・・継続的な参加をお願いします。
